
　１　本園の教育目標

神さまと周りの人たちから愛されていることに気づく（宗教教育）

幼稚園生活の体験を通して　自分自身が好きになる（モンテッソーリ教育）

集団生活の出会いと関わりを通して　神様と周りの人々を大切にする（平和教育）

　２　本年度　重点的に取り組む目標・計画

・私たち大人が子どもの育ちを大切に、子どもとの関わりを大切にする

・神さまに愛されていることを知り神さまの愛の中育つように

・しあわせなおとなになるためのしあわせのねっこづくり

　３　評価項目の達成及び取組状況

学校・地域との連携 子育つ支援のイベントで地域の方も参加できるものを開催する。

安全管理
火災、地震、自然災害などを想定し子どもたちの誘導や安全確保の話合いをする機
会を設けては、定期的に防災訓練を実施した。

保健管理 身体づくりを意識し、食べること、運動することを大切にする。

幼稚園教諭として 子どもたちから学ぶ。子どもたちをよく観察し、子どもたちの発達を知る。

モンテッソーリ教育
子どもたちが活動しやすい環境作りに努め子ども一人ひとりの個の成長を大切にす
るよう務めた

平和教育
世界を知り、世界のために祈ることを大切にして意識して努める。同僚を大切に職員
室から平和が流れるように努める。

宗教教育
日常生活のなかで子どもたちと教職員である私たちも祈り、神様を感じることの大切
さを感じた一年だった。

取組状況

令和7年度　マリア学院　市原マリア・インマクラダ幼稚園自己評価結果

カトリックの幼稚園として

評価項目

「わたしたちは見えるものではなく、見えないものに目を注ぎます。」
コリントの信徒への手紙二4章18節
目に見えないものを大切にする心を育てる

子育て支援
預かり保育の充実を計った。未就園児クラス様々なク子育つ支援の開催と園庭開放
も行った。カウンセラー等による子育て相談等を実施した。



　４　園評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果

　５　今後取り組むべき課題

　６　学校関係者の評価　保育内容評価について、学校関係者2１名の意見を集約

　７　財務状況

特別支援教育
一人ひとりの状況を把握し、適切な指導計画を作成するために、医
療・福祉関係機関との連携を模索したい。

安全体制
毎月避難訓練を行うが自然災害が身近なため、今年はより一層、組
織体制も意識する。

課題

教育目標

具体的な取り組み方法

子ども一人一人の成長と個性を尊重する言葉かけをし、子どもたちを
よく観察する。

・子どもの育ちを大切に、子どもが育つ環境設定を職員でよく話し合い連携をとった。
・ドキュメンテーションで園の様子を発信した。
・子どもたちが生活体験が、十分できる機会と環境を用意した。

子育つ支援
子育つ支援講座やイベントを通年開催し、多くの人にマリア幼稚園に
きて子育てが楽しくなったと思える機会を増やしていく。

・先生たち、子どもたちがいつも落ち着いて過ごしていることに感動した。
・いつ園に来ても、先生たちが、誰一人、大声で怒鳴ったり、指示したり、笛で号令などがなく安心する。
・教室が穏やかで、子どもたちが伸び伸びしているのがよくわかった。
・それぞれのおへやによって、過ごし易いよう環境設定がされているのがよくわかる。

公認会計士監査により、適正に運営されていると認められる


